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田ごみフェスタ２００８」は、１０月５日（日）町田

リサイクルセンターで開催されました。楽しみながら

「ごみ減量の意識」を高めるフェスタとして市民に親しまれて

います。今年は第１７回に当たります。当日は朝から青空が拡

がり、１４０００名の家族連れでにぎわいました。 

コネットのブースは、昨年同様、鶴三小、和光鶴小と

並べて配置してもらいました。会の概要・活動状況・

水質調査・真光寺川の鳥

等を展示しました。それに加え「恩田川の魚」のミニ水族

館が子供達に人気でした。出し物は婦人班にお願いして、

河原に自生する数珠玉の「お手玉作り」です。終日、工作

を楽しむお母さんや子供達で満員でした。 

時、鶴川第三小学校の四年生、６０名が、高倉

校長先生、担任の上森、横倉先生に引率されて

到着しました。ここ数年、第１ステージで「ごみ減量作戦」

を発表するのが恒例になっています。子供達はこの日のた

めに準備を進めてきました。今年は、事前に「ハチドリ教室」も体験学習しました。「ハチドリ

教室」とは、ハチドリおばさんとごみ減量課の職員が小学生を対象に実施している「ごみ減量作

戦の出前講座」です。 

１０時４０分、いよいよ発表です。多くの聴衆が見守る中、

三人一組ずつ元気よく発表していきました。たまたま通り

かかった石阪市長と富川教育委員長も感心して聞き入って

いました。教育委員長に感想を伺いました。「教えられます

ね。感心しました。父兄も無関心ではいられないはずです。

子供達はこの日のことを一生忘れないでしょう。」 

発表を終えた子供達は広い原っぱで昼食をとり、ごみフェ

スタを満喫しました。 

光鶴川小学校の四年生２０名も、上野・中島先生と共に参加いたしました。 

１１時１５分、第２ステージで「中野七頭舞」を元気よく、披露してくれました。「中野

七頭舞」は岩手県三陸地方に伝わる伝統芸能で、７つの道

具をもって踊るところにその名の由来があります。土に挑

む農民のエネルギーに満ちております。上野先生の打つ勇

壮な太鼓に併せて、五穀豊穣、家内安全を祈願して活発に

舞う子供達の姿に惜しみない拍手がよせられました。 

１５時、終了。多くの家族連れは家路につき、会場は人影

もまばらになってきました。子供達も、お父さんも、お母

さんも、お年寄りも、秋の日差しを浴びながら「ごみ減量」

について多くを学び、沢山考えた爽やかな一日でした。 

（山口拓郎記） 

さわやかな秋晴れのもと 
「町田ごみフェスタ２００８」に参加しました！ 
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鶴三小 「ゴミ減量作戦」を発表 

エコネットのブース 

17 回目のゴミフェスタ--正面 

和光鶴小 中野七頭舞を舞う 
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月１６日（木）麻生総合高校の男子１０名、女子７

名が体験学習にやってきました。ここ数年、秋に実

施するのが恒例となっています。９月末、須藤先生から生徒

が個々にしたためた「事前学習のシート」が送付されてきま

した。項目別に真光寺川を選んだ理由、質問、学習に期待し

ていること、将来の夢等が記されていました。準備をするの

に大変参考になりました。２日前の夜、須藤先生から電話を

頂きました。「車椅子で参加する生徒がいるのですがいいで

しょうか？」ちょっと驚きましたが、勿論 OK です。 

日は朝から気持ちのいい青空が拡がっていました。対応は山本さん、エコネットから応

援に駆けつけて下さった犬塚さん、それに私の３人でしました。約束の９時３０分、尾

根を超えて広袴公園に到着しました。K 君の車椅子は T 君が押していました。 

・見晴台で「真光寺川のこと」「清流の会の活動」「棲息する鳥・魚」等の説明。  

・池を一周。―池の中の柳にはカワウ、ダイサギ、コサギが留まっていました。 

・ごみを拾いながら下堰親水へ。―途中、カワセミが川面をかすめて川下へ。 

・下堰親水～矢崎橋間の清掃作業。―オイカワが群れていました。 

・いちょう会館での昼食と懇談―作業を終えて晴れ晴れした表情でした。 

して、１３時、収穫した「ごみ」を携えて、学校を目指し帰って行きました。 

「車椅子で」と聞いた時、正直、大丈夫かと思いました。須藤先生がおっしゃいました。

「K 君はとても明るく積極的です。ソフトボールも車椅子で参加しています。仲間も彼が打て

るようにと気を遣って球を投げてあげます。T 君は剣道の選手ですが、終始車椅子を押していま

す。」爽やかな、そして何か大切なことを教えてもらった一日でした。    （山口拓郎記） 

『めだかポスト』                         
「めだかポスト」への寄付のほか一木会や見つめ会からの寄付など合算して 10 月は合計 1,563 円で 

した。里親の会の活動に対して皆様のご厚志に感謝いたします。 
  

ご厚志を頂くに当って、ご負担をかけない様に「印字済払込取扱票」をポスト脇のファ

イルに入れてあります。「赤インク印字の払込取扱票」をご利用頂ければ、手数料無料で

お振込みが出来ます。またなるべく ATM での振込みをご利用ください。 

どうかよろしくお願いいたします。 

 郵便振替 『００１５０‐４‐５７４１１４』 

  加入者名 『真光寺川里親の会』 
 
 
 

 

 

 

 

 

1２月例会は 14 日（第２日曜日）です 
☆ スケジュール 9:３０ 開戸親水場 集合 

０９:３０ 開戸親水場～神明橋間のオペレーション（清掃作業） 

１１:３０ 作戦会議（「いちょう会館」）    １２:３０  解散予定 
  

『 http://www.shinkojigawa.com/』 ホームページへご意見ご感想をお寄せ下さい 
 

『真光寺川 里親の会』会長：山口 拓郎 町田市鶴川 1-10-13  ℡/Fax 042-735-0382 

事務局：町田市広袴 3-24-11 山本隆治 ℡/Fax 042-736-0214 e-mail ryuji.yamamoto@beach.ocn.ne.jp 

 

私 た ち の 行 動 基 準 
 

１，私たちの活動は、地元や地域の人たちに支持されているか。 

２，私たちの活動は、自然に対して謙虚であるか。 

３，私たちの活動は、誰にも解るように説明されているか。 

麻生総合高校―車椅子も参加した体験学習！ 
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 真光寺川について熱心に話を聞く 

麻生総合高校の生徒たち 

そ 


